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第６章：『礼拝指針』について 

第３章 公的礼拝の要素 １、４節 

２．礼拝の本質－「聞く」ことと「従う」こと 

 礼拝における中心的な出来事は、今ここにキリストが臨在してくださり、そのキリストの臨

在を御言葉と聖霊によって示され、悟らせられることです。そのためには、ここに聖霊が豊か

に注がれることを求める必要があります。聖霊がわたしたちの心を開いて、今ここにおられる

キリストに出会わせ、キリストを仰ぎ見、キリストの言葉を悟ることができるように、そして

信仰の目を開いてくださるということを求めるのです。そしてかたくなな石の心を、聖霊が砕

き、神に従う肉の心を与えてくださるように求めるのです。そこで大切なのは、「主よ、お話

ください。僕は聞いております」（サムエル上３章 10節）という、「聞き従う」心の姿勢です。

ですから「御言葉への聴従」こそ、礼拝における本質的な姿勢です。そこでそもそも「聞く」

とはヘブル語では従うこと、それに応答することと切り離すことができません。聖書で、「聞

く」とは、「聞き従う」ことなのです（ヤコブ１章 22節、マタイ７章 24節）。 

 

礼拝でも、この二つのこと、「聞く」ことと「従う」こととが切り離されることなく、「二つ

の流れ」として表わされます。つまり「神からの語りかけ」と、それに対する「人間の応答」

として、礼拝が為されているわけです。「神から人へ」と「人から神へ」が礼拝の要素として

示されています。「招き（神）」－「罪の告白（わたしたち）」－「罪の赦しの宣言（神）」－「賛

美、信仰告白、祈り（わたしたち）」－「御言葉－聖書朗読と説教（神）」－「祈り、賛美、献

金（わたしたち）」－「祝福と派遣（神）」という具合です。こうして礼拝は、神からの招きで

始まり、神からの祝福と派遣で閉じられ、最初から最後まで神からの働きかけと主権的恵みに

よって貫かれているのです。「立つ」とか「座る」とは、それに応じて為されます。神からの

働きかけに対して、わたしたちはそれに従い、聞く姿勢で「座り」ます。そして神の恵みに対

するわたしたちからの感謝の応答として「立つ」のです。このように礼拝は、神からの働きか

けとわたしたちの応答という、ダイナミックな二つの流れが交差するようにして頂点を迎えま

す。 

 

 礼拝の中心、その焦点は聖書朗読です。神の御言葉が語り聞かされるところ、それが礼拝の

中心なのです。ですから聖書朗読こそ、最も細心の注意を払って為されなければならないつと

めです。だからわたしたちも、自分たちに読み聞かせられる神の御言葉に、最大限の注意を払

って、「聞く」べきなのです。長老は、その教会の長老として神に立てられました。ですから

その教会の一番重要な営みである、礼拝の司式をするように託されています。長老は、最大限

の努力を払って、今日語られる神の御言葉を、その教会に向かって朗読し、語り聞かせるので

す。牧師の務めは、その御言葉を説き明かすことにすぎません。オランダ改革派教会の伝統で

は、礼拝の始めに長老が牧師に、会衆の前で聖書を手渡すそうです。それはこの教会での御言

葉の説き明かしという最も重要な務めを、群れの代表であり、管理者である長老が、牧師に託

すという象徴的な行為です。わたしたちは、礼拝において、何よりもまず開かれていく聖書の

言葉に、最大限の注意を払って心を開き、それに「聞き従う」思いをもって「聞く」者として、

神を礼拝していきたいと思います。それこそ神の求めたもう真実な礼拝なのです。聖書朗読こ

そが、礼拝の中心であり、またその本質です。神の言葉が語りかけられる、そこに礼拝の主イ

エス・キリストが臨在してくださるからなのです。わたしたちは、聖書朗読がなされている間、

どのような態度でそれに臨んでいるでしょうか。別のことを考えながら上の空で聞いていない

でしょうか。ガサゴソと音をたてながらバッグの中をあさって、物を探していたりすることは

ないでしょうか。あるいは次に歌う讃美歌を開いていたりしていないでしょうか。とんでもな

いことです！ 


